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株主の皆様へ
To Our Shareholders

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
あげます。ここに当社第62期中間期の株主通信を
お届けするにあたり、一言ご挨拶を申しあげます。
　当中間期の事業環境は、主力の北米ゲーミング
市場において、新規カジノの出店ペースが減速し
たことや、国内の遊技場向機器市場においても、消
費税増税の影響など先行きの不透明さが続いたこ
となどから、当中間期の売上高及び営業利益は前
年同期に比較して減少を余儀なくされました。一
方で、中間期末にかけて為替の円安が進行したこ
とによる為替換算差額の計上などにより、中間純
利益は増加いたしました。
　このような状況の下、当社グループは、国内外に
おいて、新たなパートナーとの協力関係の構築に

努める一方で、既存取引先との関係の強化・拡充に
ついても継続的に取り組むとともに、アジア地域
を中心とする金融・流通・交通市場などの未開拓市
場に対し、積極的な提案・販売活動を展開して、受
注の確保・拡大に取り組んでおります。
　また、株主の皆様への利益還元といたしまして、
今期の中間配当金は1株当たり8円50銭とし、前年
同期に比べて50銭の増配とさせていただきまし
た。
　下半期以降の見通しにつきましては、北米の
ゲーミング市場をはじめ、当社が関与する既存市
場を取り巻く経営環境は、上半期と同様に厳しい
状況が続くものと思われますが、新市場の開拓を
はじめとする新たな成長戦略の実践を通じて、業
績の拡大に努め、株主の皆様のご期待に応えてま
いる所存であります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも格別の
ご支援ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申しあ
げます。

敬具
平成26年12月

　平成26年8月29日付けにて、ゲーミング市場向プリンター機器（スロットマシンに搭載するチケットのプリンター・ユニット）の
製造・販売を行うFutureLogic Group, LLC.（以下「フューチャーロジック社」）の全持分の取得手続き（取得金額70.6百万米ドル

（約73億円））を完了し、連結子会社化いたしました。
　現在、ゲーミング市場におけるスロットマシンでは、紙幣識別機ユニットとプリンター・ユニットをセットで搭載し、都度硬貨を使
用せずにプレイできるTITO（Ticket In Ticket Out）システムが主流になっております。今回の取得によって、スロットマシンの
主要機器である両ユニットのラインナップが整い、ゲーミング市場におけるグローバル総合コンポーネントサプライヤーの地位
を確立できるとともに、他市場への展開なども視野に入れて、さらに高機能な製品及びシステムの開発が可能になるものと期待
しております。

スロットマシンの主流システムである紙幣識別機ユニット、
プリンター・ユニット双方のラインナップを整える

ゲーミング市場
において

グローバル総合
コンポーネント

サプライヤーとしての
地位を確立

米国フューチャーロジック社の連結子会社化

　1983年設立の開発・販売会社を中核に、7社から構成される企業集団で、
2013年度の売上高は47百万米ドル。市場シェアは、北米で65％超、グローバル
では70％超を誇る、世界のゲーミング業界を代表するリーディングカンパニー
であります。

フューチャーロジック社について

紙幣識別機ユニットiVIZION プリンター・ユニットGEN3

代表取締役社長
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中間連結財務ハイライト 中間連結財務諸表
Consolidated Financial Highlights Consolidated Financial Statements

現金及び預金
9,813

受取手形及び
売掛金
6,559

有価証券
107

たな卸資産
9,729
その他
724

現金及び預金
8,137
受取手形及び
売掛金
6,583
有価証券
29
たな卸資産
9,283
その他
682

中間純利益
760

税金等調整前
中間純利益
1,041

経常利益
1,057

営業利益
723

売上総利益
4,829

売上高
13,324

売上高
13,996

営業利益
981

経常利益
1,102

中間
純利益
671

売上原価
8,444

販売費及び
一般管理費
4,106

営業外収益
525 特別利益

0
営業外費用
190 特別損失

16
法人税等
280

■ 中間連結損益計算書 （単位：百万円）
前中間期

資産合計
33,683

資産合計
38,842

■ 中間連結貸借対照表 （単位：百万円）

負債・純資産合計
33,683

負債・純資産合計
38,842

流動負債
5,957

固定負債
502

株主資本
27,477
その他の
包括利益
累計額
△254

流動負債
11,222
固定負債
565

株主資本
28,129
その他の
包括利益
累計額
△1,075

負債
6,459

純資産
27,223

純資産
27,054

負債
11,788

流動資産
26,935

固定資産
6,747

流動資産
24,718

固定資産
14,124

（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで）

前期末
（平成26年3月31日現在）

当中間期末
（平成26年9月30日現在）

前期末
（平成26年3月31日現在）

当中間期末
（平成26年9月30日現在）

当中間期
（平成26年4月1日から平成26年9月30日まで）

278.0

139.9

（億円） 通期 中間期
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105.6
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（億円）
（%）
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13.3
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経常利益
中間（当期）純利益

（億円） 通期 中間期

■ 日本地域
（単位：百万円）

通期 中間期

通期 中間期

H23/3 H24/3 H25/3 H26/3

5.1
6.6
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2.93.8
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H25/3

通期 中間期

■ 北米地域
（単位：百万円）

通期 中間期

■ 欧州地域
（単位：百万円）

H25/3 H26/3H26/3H26/3

122.3

H26/3

279.0
（予想）

133.2

H27/3

8.6
9.8

H27/3
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（予想）

4.7
（予想）

7.2

14.3

11.0

21.1

6.7

14.1

H27/3

10.5

17.5
（予想）

7.6

13.5
（予想）

H27/3H27/3H27/3

セグメント別売上高

■ 売上高 ■ 営業利益・営業利益率 ■ 経常利益・中間（当期）純利益
営業利益
営業利益率

4.8
2.7

5.7

6,179

11,779

4,817

10,556

3,955

7,616

5,134

10,200

1,989
3,804 3,915

6,744
5,605
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（予想）
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9,900
（予想）
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※1 本株主通信においては、第2四半期累計期間（6か月）を便宜上、全て中間期と表示いたしております。
※2 アジア地域の売上高については便宜上、北米地域に含めております。

資産／負債

主に北米ゲーミング市場及び国内遊技場向機器市場における需要減退により販売が減少したことなどから、売上高は前年同期比4.8％の減少、営業
利益は前年同期比26.3％の減少となりました。
一方、第2四半期末日の米ドルレートが109円45銭と、期初の想定値103円から大幅に円安となり、外貨建資産の為替時価換算差額（差益）を計
上したことから、経常利益は前年同期比4.0％の減少、また、中間純利益は、法人税等の減少により前年同期比13.3％の増加となりました。

フューチャーロジック社の全持分取
得により、固定資産（のれん等）が増
加いたしました。また、当該取得にあ
たり、自己余剰資金並びに借入金を
原資としたため、現金及び預金が減
少するとともに、銀行融資を受けた
ことから、短期借入金が増加いたし
ました。

売上高／営業利益／経常利益／中間純利益P O I N T

P O I N T
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トピックス 会社概要＆株式の状況　（平成26年9月30日現在）

Topics Corporate Profile & Stock Information

　本年6月26日開催の第61期定時株主総会において、新たに社
外取締役として、ブライアン・アンドリュー・スミスと吉川興治
の両氏が選任され、それぞれ就任いたしました（両氏の略歴は右
記をご参照ください）。
　グローバルな事業展開とコンプライアンス重視の経営を行う
当社の取締役会等において、それぞれの経験や専門的知識を活
かした客観的かつ適切な経営判断を行うなど、透明性の高い
コーポレート・ガバナンス体制の構築に大きな役割を担ってお
ります。

ト ピ ッ ク ス 1

ト ピ ッ ク ス 2

　米国ラスベガスで本年9月30日から10月2日まで開催されたカジノ・ゲーミング業界最大級の展示会であるGlobal 
Gaming Expo（G2E）に、今年もブースを出展いたしました。
　今年は、既存の取引を超えた新たな販売領域の確立を目指し、”More than a transaction. A connection.”をテーマに、紙
幣識別機ユニットなどの従来製品のみならず、カジノ運営管理システムなどの最新技術を駆使した製品を展示いたしました。
当社のブースは、連日多くの来場者が訪問し、商談や展示品の見学が行われるなど活気溢れるスペースとなり、業界における当
社の知名度と影響力の向上に貢献いたしました。
　今後も国内外の様々なイベントへ積極的に出展し、日々進化を続ける当社をアピールしてまいります。

社外取締役制度の導入

今年もＧ２Ｅショーに出展

商号 日本金銭機械株式会社
JAPAN CASH MACHINE CO., LTD.

設立 昭和30年（1955年）1月11日
本社 大阪市平野区西脇2丁目3番15号
東京本社 東京都中央区東日本橋2丁目23番2号
資本金 2,216,945千円
当社グループ拠点

（国内主要営業拠点） 大阪、東京、札幌、仙台、金沢、静岡、名古屋、
広島、高松、福岡、鹿児島

（海外主要営業拠点） ラスベガス（米国）、デュッセルドルフ（ドイツ）、
シドニー（豪州）、ミルトンキーンズ（英国）、
マカオ、上海（中国）

（研究開発拠点） 大阪、東京、バンコク（タイ）
（生産拠点） 長浜、香港、深圳（中国）

■ 会社概要

■ 取締役及び監査役

■ 株価・出来高の推移

■ 株式の状況
発 行 可 能 株 式 総 数 118,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 29,662,851株
単 元 株 式 数 100株
株 主 数 21,738名

■ 大株主（上位10名） 
株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

上 東 興 産 株 式 会 社 4,661 17.28
上 　 東 　 宏 一 郎 2,707 10.03
上 　 東 　 洋 次 郎 1,458 5.41
上 東 　 保 874 3.24
株 式 会 社 り そ な 銀 行 629 2.33
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 503 1.87
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 403 1.49
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 389 1.44
株 式 会 社 ヤ マ オ カ 310 1.15
トーターエンジニアリング株式会社 297 1.10

■ 株式分布状況
■個人、その他・・・・・・・・・・・・・19,125千株（64.48%）
■事業法人、その他法人・・・・5,791千株（19.52%）
■外国法人等・・・・・・・・・・・・・・・・・・476千株（01.61%）
■金融機関・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,891千株（13.12%）
■証券会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・377千株（01.27%）

株式数

29,662
千株

取締役会長 上東　宏一郎
代表取締役社長 上東　洋次郎
常務取締役 牧　　比佐史

礒井　昭良
伊澤　輝

取締役 鳴尾　英治
高垣　豪
吉村　泰彦

社外取締役 ブライアン・アンドリュー・スミス
吉川　興治

常勤監査役 中村　泰三
田村　幸夫

社外監査役 小泉　英之
森本　宏

株価（円） 出来高（千株）

7654 98
平成26年

0
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1,300

1,600

1,900
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注） 上記のほか、自己株式が2,684千株あります。なお、持株比率は自己株式を控除し
て計算しております。

◎略歴
ブライアン・アンドリュー・スミス氏
昭和44年6月 カナダ国外務省入省
昭和62年10月 在日カナダ大使館参事官
平成23年4月 在日カナダ商工会議所特別代表（現任）
平成26年6月 当社社外取締役就任（現任）

吉 川 興 治 氏
昭和53年4月 検事任官
平成21年1月 神戸地検検事正
平成22年3月 弁護士登録
平成26年6月 当社社外取締役就任（現任）
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http://www.jcm-hq.co.jp/

〒547-0035　大阪市平野区西脇２丁目３番15号
〈お問い合わせ先〉広報・IR室　TEL(06)6703-8400

本年より「中間配当に関するお知らせ」の郵送を廃止させていただきま
した。今後は当社ホームページへの掲載にてご案内させていただきま
すので、何とぞご了承賜りますようお願い申しあげます。

IR情報満載のJCMホームページを
ご活用ください。

　プレスリリースや決算短信、決算説明会資料、
有価証券報告書など、最新のIR情報をタイム
リーに掲載しております。
　資料のご請求やお問い合わせなどについて
も、お気軽にご活用ください。

■ 株主メモ
事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月開催

基 準 日

定時株主総会　毎年３月31日
期 末 配 当 金　毎年３月31日
中 間 配 当 金　毎年９月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定
めた日

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出及びご照会
は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されて
いない株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

単 元 株 式 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 郵 便 物 送 付 先 ） 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ）  0120-782-031（フリーダイヤル）
（受付時間　平日９時～17時）

（ホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口
座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会及
び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

公 告 方 法

電子公告により行う。ただし、電子公告によること
ができない事故、その他やむを得ない事由が生じた
ときは、日本経済新聞に掲載して行う。

（公告掲載URL）
http://www.jcm-hq.co.jp/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第１部

証 券 コ ー ド 6418


